
平成 29 年度 相談技術研修（基本編）実施要綱 

 

１  目  的  

相談援助職に求められる知識・技術について、演習を中心に事例検討も交えながら学びます。また、援助実

践を自分自身の財産として蓄積していくために必要なことは何かを考えていきます。 

 

２ 主 催  社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会 

 

３ 対象及び定員数   

主として、相談業務を担当して概ね 3年未満の職員で、3日間受講できる方  40 名程度 

 

４ 日 程  平成 29 年 6 月 27 日(火)、7 月 4 日(火)、7月 18 日(火) 

各日ともに 10時～16 時   ※詳細は、｢８ 日程・カリキュラム｣をご覧ください 

 

５ 会 場  神奈川県社会福祉会館（横浜駅西口より徒歩 15分程度） 

 

６ 講 師  稗田
ひ え だ

里香
り か

氏（東海大学 准教授/元北里大学東病院 MSW） 

 

７  日程・内容 

  テーマ 内 容 

6月 27日（火） 

10 時～16時 

面接技術演習① 

援助関係を築くための、最初の一歩がインテークです。専門職と

しての、相談者の迎え方から、相談目的を抑えた質問方法など

について、ポイントを確認します。 

➢面接（インテーク）の体験 

 

➢面接についての講義 

 

面接技術演習② 

援助職主導ではなく、相談者の思いを引き出す面接になるよ

う、必要な心構え、質問の仕方などを確認します。 

➢良い面接と悪い面接の演習 

7 月 4日（火） 

10 時～16時 

記録技術① 

記録の目的、相談内容の落とし込み方など、記録の基礎となる

要素を確認します。 

➢記録についての講義と演習 

記録技術② 

記録から読み取れる問題の所在と、記録を活かした支援の見立

てについて、ケアマネジメントシステムを援用しながら、検討しま

す。 

➢事例を通した、記録の書き

方と社会資源アセスメントにつ

いて学ぶ 

7月 18日（火） 

10 時～16時 

事例検討 

これまでに学習した面接・記録のポイントを活かしながら、事例

検討を行います。また他職種連携に配慮した文面づくりも実施し

ます。 

➢ブレーンストーミングによる

事例検討の実際 

振り返りとまとめ ➢自分自身の気づきと変化の

点検と今後の志向性 



８ 受講料  18,000 円  （本会施設会員については 15,000 円） 

 

９ 申し込み方法・その他 

（1）申し込み方法 

① 申し込みの手順 

ⅰ．「受講申込書」に必要事項を記入し、ファクシミリで下記連絡先へお送りください。 

ⅱ．ファクシミリ送信後、必ず下記事務局まで送受信確認の電話を入れてください。 

※ 電話確認にてお申し込み受付完了とさせていただきます。電話連絡がない場合の受付の有無

については責任を負いかねます。 

② 締め切り 平成 29 年 5 月 31 日(水)15 時必着とさせていただきます。 

（2）その他 

① 受講の可否については、平成 29年 6月 9日(金)までに所属機関宛に郵送でご連絡いたします。 

※期日までに文書が届かない場合は、お手数ですが事務局までご連絡ください。 

② 定員を超えた場合は、次の基準で受講決定者を調整いたします。 

● 受講希望理由  ● 事業所内優先順位  ● 会員施設 

③ 受講申し込み後、キャンセルする場合は平成 29年 6月 19 日(月)までにご連絡ください。 

④ 但し、受講料入金後は、キャンセルのご連絡をいただいても欠席扱いとなり、受講料の返却は

致しかねますのでご了承ください。 

⑤ また、期日までにキャンセルの連絡なく受講しない場合、欠席扱いとなり受講料を請求いたし

ます。 

⑥ 個人情報取り扱いについて 

ⅰ．個人情報の利用目的 

本研修事業にあたり、通知等を行うため受講申込書に記載された個人情報を利用します。受

講決定者については研修の効果的な実施に資するため、研修講師に情報提供を行うほか、受講

者の相互交流のため、受講者に対し受講者氏名・所属機関等についての情報提供を行います。 

ⅱ．プライバシーポリシー 

本会個人情報保護方針(プライバシーポリシー)については別紙をご参照ください。 

※本会ホームページにおいても閲覧できます。 

 

１０ 問合せ・申込先 

  神奈川県社会福祉協議会 福祉研修センター 

〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡４－２ 

TEL ０４５－３１１－１４２９（月～金 8:30～17:15） 

FAX ０４５－３１３－０７３７ 

E-mail   kensyu@knsyk.jp  


